
成果指標 最もうれしい、望ましいこと →

解析単位 成果指標の単位 →

説明変数 解析単位の違いを生み出す特徴 →

解析手法
決定

成果指標

説明変数 量的変数 質的変数

量的変数の一つ 回帰分析 ロジスティック回帰

質的変数の一つ
カテゴリごとの
平均値の集計と
t検定、クロス集計

カテゴリごとの
割合の集計と
χ二乗検定

複数の説明変数 重回帰分析 ロジスティック回帰

項目： 年齢、性別、家族構成、CMイメージ、来店回数、来店人数、利用金額、注文メニュー

過去3か月間の夜間帯総利用金額 ←自分で定義する

課題： 平日夜間の客入り悪い→ アンケート結果より解析する

顧客、商品

成果指標以外すべての項目 → 性別

来店回数→

性別、家族構成→

→ クロス集計 → t検定



データ 来店回数×利用金額＝総利用金額 ① 挿入→ピボットテーブル

②行に「性別」、「積」に合計／総利用額

③合計／総利用額で右クリック
→「平均」選択してOK

④「統計」で右クリック
→「統計の削除」クリック

⑤女性の平均値−男性の平均値を算出⑥数式→「TTEST」を選択

⑦ 「検定の指定」を2（両側検定）、「検定の種」は3（非等分散）

＜0.05なので
有意差あり

⑧ピボットグラフ クリック

同様に②〜③
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